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（
質
問
の 

二
〇
） 

答

弁

第

二

〇

号 

   

衆
議
院
議
員
嶋
崎
譲
君
提
出
石
川
県
下
に
お
け
る
北
陸
機
械
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
・
金
産
自
工
の
労
使

紛
争
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
七
五
第
二
〇
号 

昭
和
五
十
年
六
月
六
日 

衆

議

院

議

長 
前 
尾 

繁 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

三 

木 

武 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
嶋
崎
譲
君
提
出
石
川
県
下
に
お
け
る
北
陸
機
械
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
・
金
産 

自
工
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

北
陸
機
械
工
業
株
式
会
社
（
以
下
「
北
陸
機
械
」
と
い
う
。
）
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
工
業
株
式
会
社
（
以
下

「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
」
と
い
う
。
）
及
び
金
産
自
動
車
工
業
株
式
会
社
（
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
に
帝
国
自

動
車
工
業
株
式
会
社
と
合
併
し
、
新
た
に
日
野
車
体
工
業
株
式
会
社
と
し
て
発
足
し
て
い
る
。
以
下
「
金
産
自

工
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
労
使
紛
争
の
経
過
等
の
概
要
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 

1 

北
陸
機
械
は
、
昭
和
五
十
年
一
月
に
倒
産
し
、
金
沢
地
方
裁
判
所
（
以
下
「
金
沢
地
裁
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、

会
社
更
生
法
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
申
立
て
を
行
つ
た
が
、
金
沢
地
裁
は
、
同
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ

の
申
立
て
を
棄
却
し
た
。
そ
の
後
、
同
年
五
月
、
北
陸
機
械
は
、
従
業
員
全
員
に
対
し
て
解
雇
予
告
を
行
つ 



二
に
つ
い
て 

1 

北
陸
機
械
に
つ
い
て
は
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
が
、
総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
石
川
地
方
本
部
北
陸
機

械
支
部
（
以
下
「
北
機
支
部
」
と
い
う
。
）
の
役
員
か
ら
の
申
告
に
基
づ
き
監
督
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
五

十
年
一
月
以
降
の
賃
金
及
び
退
職
金
が
支
払
わ
れ
て
い
な
か
つ
た
の
で
、
北
陸
機
械
に
対
し
、
こ
れ
を
是
正

す
る
よ
う
勧
告
を
行
つ
た
。
そ
の
結
果
、
同
年
一
月
、
二
月
及
び
三
月
分
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
額

が
支
払
わ
れ
た
が
、
同
年
五
月
十
九
日
現
在
、
同
年
四
月
分
賃
金
の
一
部
及
び
退
職
金
の
全
部
が
未
払
い
と 

2 

オ
リ
エ
ン
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
に
あ
つ
て
は
昭
和
四
十
九
年
八
月
に
、
金
産
自
工
に
あ
つ
て
は
昭
和
四
十
八
年

三
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
労
働
組
合
が
分
裂
し
た
が
、
こ
の
前
後
に
オ
リ
エ
ン
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
、
金
産
自
工
等
に

よ
る
組
合
活
動
に
対
す
る
支
配
介
入
、
組
合
か
ら
の
脱
退
強
要
、
団
体
交
渉
拒
否
等
が
あ
つ
た
と
し
て
、
関

係
地
方
労
働
委
員
会
に
対
し
、
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。 

た
と
聞
い
て
い
る
。 

四 

 



三
に
つ
い
て 

1 

北
機
支
部
及
び
総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
石
川
地
方
本
部
オ
リ
エ
ン
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
支
部
（
以
下
「
オ
リ
エ

ン
タ
ル
支
部
」
と
い
う
。
）
の
役
員
か
ら
、
北
陸
機
械
及
び
オ
リ
エ
ン
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
事
業
場
に
お
い
て
、

労
働
基
準
法
等
の
違
反
の
事
実
が
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
に
対
し
、
昭
和
四
十
九

年
九
月
以
降
七
件
の
申
告
及
び
二
件
の
告
発
が
行
わ
れ
た
。
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
が
申
告
又
は
告
発
に
係 

2 

政
府
と
し
て
は
、
賃
金
の
不
払
い
が
労
働
者
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
か

ん
が
み
、
不
払
い
の
事
態
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
今
後
と
も
監
督
指
導
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

な
つ
て
い
る
。 

な
お
、
北
陸
機
械
の
今
後
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
北
陸
機
械
か
ら
の
破
産
申
立
て
に
関
し
、
金
沢

地
裁
に
お
い
て
審
理
が
行
わ
れ
て
い
る
等
の
段
階
で
あ
る
の
で
、
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
を
見
守
つ
て
ま
い

り
た
い
。 

五 

 



四
に
つ
い
て 

1 

オ
リ
エ
ン
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
支
部
等
は
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
か
ら
同
年
十

二
月
ま
で
の
間
に
、
石
川
県
地
方
労
働
委
員
会
（
以
下
「
石
川
地
労
委
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル 

2 

な
お
、
総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
石
川
地
方
本
部
日
野
車
体
支
部
（
昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
は
、

総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
石
川
地
方
本
部
金
産
自
動
車
工
業
支
部
と
称
し
て
い
た
。
以
下
「
金
産
支
部
」
と
い

う
。
）
の
役
員
か
ら
、
金
産
自
工
の
事
業
場
に
お
い
て
、
労
働
基
準
法
違
反
の
事
実
が
あ
る
と
し
て
、
昭
和
五

十
年
五
月
一
日
に
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
に
対
し
行
わ
れ
た
申
告
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
調
査
中
で
あ
る
。 

る
事
業
場
に
対
し
て
臨
検
監
督
又
は
捜
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
労
働
基
準
法
第
二
十
四
条
、
第
三
十
九
条

等
の
違
反
の
事
実
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
申
告
に
係
る
法
違
反
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
是
正
す
る
よ
う
勧
告

を
行
い
、
告
発
に
係
る
法
違
反
に
つ
い
て
は
、
所
轄
地
方
検
察
庁
へ
送
付
し
、
同
地
方
検
察
庁
は
、
現
在
、

捜
査
中
で
あ
る
。 

六 

 



2 

金
産
自
工
に
お
い
て
は
、
金
産
支
部
等
は
、
昭
和
四
十
八
年
二
月
か
ら
昭
和
四
十
九
年
六
月
ま
で
の
間

に
、
石
川
地
労
委
に
対
し
、
金
産
自
工
が
、
支
配
介
入
、
団
体
交
渉
拒
否
及
び
不
利
益
取
扱
い
を
行
つ
た
と

し
て
四
件
の
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
事
件
の
う
ち
三
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十

八
年
十
二
月
、
申
立
て
の
一
部
を
認
め
る
命
令
が
出
さ
れ
、
他
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
石
川
地
労
委

に
係
属
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

金
産
自
工
は
、
こ
の
救
済
命
令
を
不
服
と
し
て
、
こ
れ
を
履
行
せ
ず
、
同
月
、
中
央
労
働
委
員
会
に
再
審

査
申
立
て
を
行
い
、
こ
の
事
件
は
、
現
在
、
中
央
労
働
委
員
会
に
係
属
中
で
あ
る
。 

チ
ェ
ー
ン
が
、
支
配
介
入
、
団
体
交
渉
拒
否
及
び
不
利
益
取
扱
い
を
行
つ
た
と
し
て
二
件
の
不
当
労
働
行
為

救
済
申
立
て
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
事
件
は
、
い
ず
れ
も
、
現
在
、
石
川
地
労
委
に
係
属
中
で
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。 

ま
た
、
総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
は
、
昭
和
四
十
八
年
八
月
、
東
京
都
地
方
労
働
委
員
会
に
対
し
、
金
産 

七 

 



自
工
及
び
日
野
自
動
車
工
業
株
式
会
社
を
被
申
立
人
と
し
て
、
両
社
が
団
体
交
渉
拒
否
を
行
つ
て
い
る
と
し

て
、
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
て
を
行
い
、
こ
の
事
件
は
、
現
在
、
東
京
都
地
方
労
働
委
員
会
に
係
属
中
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

裁
判
所
に
対
す
る
仮
処
分
申
請
等
に
つ
い
て
は
、
金
産
支
部
等
は
、
昭
和
四
十
八
年
六
月
か
ら
昭
和
四
十

九
年
二
月
ま
で
の
間
に
、
金
沢
地
裁
に
対
し
、
組
合
活
動
妨
害
排
除
、
団
体
交
渉
拒
否
禁
止
等
を
求
め
て
二

件
の
仮
処
分
申
請
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
事
件
の
う
ち
一
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
八
年
七
月
裁
判
上
の
和

解
が
成
立
し
、
他
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
金
沢
地
裁
は
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
、
「
金
産
自
工
は
総
評
全
国

金
属
労
働
組
合
石
川
地
方
本
部
と
誠
実
に
団
体
交
渉
せ
よ
」
と
の
内
容
の
仮
処
分
決
定
を
行
つ
た
が
、
金
産

自
工
は
、
こ
の
決
定
を
不
服
と
し
て
履
行
せ
ず
、
こ
の
事
件
は
、
現
在
、
本
案
訴
訟
と
し
て
金
沢
地
裁
に
係

属
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

こ
の
ほ
か
、
昭
和
四
十
九
年
八
月
、
金
産
支
部
組
合
員
一
名
が
金
沢
地
裁
に
対
し
、
地
位
保
全
等
仮
処
分 

八 

 



五
に
つ
い
て 

六
に
つ
い
て 

株
式
会
社
協
和
銀
行
か
ら
事
情
を
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、
同
銀
行
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
十
五
日
に
同
銀
行

金
沢
支
店
長
が
オ
リ
エ
ン
タ
ル
支
部
の
委
員
長
の
訪
問
を
受
け
面
会
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
同

支
店
長
は
協
和
銀
行
は
労
使
関
係
の
問
題
に
介
入
す
る
も
の
で
は
な
い
旨
を
述
べ
た
だ
け
で
あ
る
と
説
明
し
て

い
る
。
ま
た
、
同
銀
行
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
の
経
営
状
況
に
か
ん
が
み
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
チ
ェ
ー
ン

の
取
引
銀
行
と
し
て
の
立
場
か
ら
オ
リ
エ
ン
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
に
対
し
再
建
案
の
提
出
を
求
め
た
こ
と
は
あ
る 

が
、
賃
金
引
上
げ
の
停
止
を
求
め
る
等
労
使
問
題
に
介
入
し
た
事
実
は
な
い
と
説
明
し
て
い
る
。 

申
請
を
行
い
、
金
沢
地
裁
は
、
同
年
十
月
、
申
請
認
容
の
仮
処
分
決
定
を
行
つ
た
と
こ
ろ
、
金
産
自
工
は
こ

の
決
定
に
従
い
賃
金
を
支
払
つ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
事
件
は
、
現
在
、
本
案
訴
訟
と
し
て

金
沢
地
裁
に
係
属
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

九 

 



七
に
つ
い
て 

政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
案
が
地
域
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
等
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ま
で
、
関
係
機
関
を

通
じ
情
勢
の
は
握
等
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
、
労
使
当
事
者
の
自
主
的
解
決
へ
の
努
力
を
期 

石
川
県
警
察
本
部
で
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
昭
和
四
十
九
年
九
月
二
日
、
十
六
日
及
び
十

七
日
に
発
生
し
た
事
件
に
つ
き
、
同
年
九
月
二
十
四
日
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
チ
ェ
ー
ン
労
働
組
合
の
役
員
三
名
を

暴
力
行
為
等
処
罰
ニ
関
ス
ル
法
律
違
反
、
威
力
業
務
妨
害
罪
等
で
検
挙
し
、
同
年
九
月
二
十
五
日
金
沢
地
方
検

察
庁
に
送
致
し
、
同
地
方
検
察
庁
は
、
同
年
十
二
月
二
十
八
日
不
起
訴
処
分
と
し
た
。 

ま
た
、
金
産
自
工
に
お
い
て
同
年
八
月
十
七
日
及
び
九
月
九
日
に
発
生
し
た
事
件
に
つ
き
、
金
産
自
工
幹
部

及
び
金
産
自
動
車
工
業
新
労
働
組
合
の
役
員
ら
十
三
名
を
、
暴
力
行
為
等
処
罰
ニ
関
ス
ル
法
律
違
反
、
器
物
損

壊
罪
等
で
検
挙
し
、
同
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
十
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
に
金
沢
地
方
検
察
庁
に
送
致
し
、
同

地
方
検
察
庁
は
、
昭
和
五
十
年
五
月
二
十
三
日
八
名
を
起
訴
し
、
そ
の
余
の
五
名
を
不
起
訴
処
分
と
し
た
。 

一
〇 

 



 

一
一 

待
し
つ
つ
、
紛
争
の
解
決
促
進
の
た
め
に
採
り
得
る
諸
措
置
に
つ
い
て
更
に
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
労
使

の
話
合
い
を
促
進
す
る
等
紛
争
の
早
期
か
つ
円
満
な
解
決
の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




